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一
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体

一
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送
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Î
号
外

六
月
二
十
日
付
第
一
三
四
号
一

二
八
ペ
ー
ジ
×
同
日
付
政
府
調
達
第
一
一
六
号
二
四
ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

正

誤

終
り
か
ら

五
五
下

一
四
係
わ
る
も
の

係
る
も
の

八
三
下

九第
2
6の
２
第
１
項
第
2
6条
の
２
第
１

項

平成™›年�月™—日 水曜日 第œŸ™œ号官 報
株
式
譲
渡
制
限
設
定
に
つ
き
株
券
提
出
公
告

当
社
は
、
定
款
を
変
更
し
て
譲
渡
に
よ
る
株
式
の
取
得

に
つ
き
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
め
を
設
け
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
株
券
を
所
有
す
る

方
は
、
効
力
発
生
日
で
あ
る
平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一

日
ま
で
に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
日

東
京
都
板
橋
区
蓮
沼
町
五
一
番
一
号

株
式
会
社
加
藤
製
作
所

代
表
取
締
役

加
藤

美
和

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
野
見
山

卓
哉
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。平

成
二
十
四
年
六
月
二
十
日

兵
庫
県
西
宮
市
神
垣
町
一
〇
番
三
一
e

二
〇
四
号

ハ
ム
ワ
ー
ジ
ィ
コ
ン
バ
ッ
シ
ョ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
リ
ミ
テ
ッ
ド

日
本
に
お
け
る
代
表
者

野
見
山
卓
哉

限
定
承
認
公
告

本
籍
札
幌
市
中
央
区
南
七
条
西
八
丁
目
一
〇
二
四
番

地
、
最
後
の
住
所
札
幌
市
西
区
八
軒
五
条
東
一
丁
目

四
番
一
二
号

被
相
続
人

亡

柏
谷

英
俊

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
三
月
七
日
死
亡
し
、
そ

の
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
六
月
十
一
日
札
幌
家
庭
裁
判

所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者
及

び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
日

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
一
〇
丁
目
南
大
通
ビ
ル
九

階

長
田
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人
柏
谷
聡
子

代
理
人
弁
護
士

長
田

正
寛

同

福
田

光
宏

限
定
承
認
公
告

本
籍
大
阪
府
枚
方
市
三
矢
町
三
一
二
番
地
、
最
後
の

住
所
東
京
都
目
黒
区
洗
足
二
丁
目
二
四
番
二
二
号
フ

ラ
ワ
ー
ハ
イ
ツ

被
相
続
人

亡

柴
田

坦

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
四
日
死
亡

し
、
そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
六
月
十
一
日
東
京
家

庭
裁
判
所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債

権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お

申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
日

東
京
都
目
黒
区
洗
足
二
丁
目
二
四
番
二
二
号
フ
ラ

ワ
ー
ハ
イ
ツ

相
続
財
産
管
理
人

柴
田

昌
平

限
定
承
認
公
告

本
籍
東
京
都
国
立
市
西
二
丁
目
一
五
番
地
の
一
七
、

最
後
の
住
所
本
籍
に
同
じ被

相
続
人

亡

酒
井

知
子

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
日
死
亡

し
、
そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
六
月
五
日
東
京
家
庭

裁
判
所
立
川
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の

相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
日

東
京
都
国
立
市
西
二
丁
目
一
五
番
地
の
一
七

相
続
財
産
管
理
人

酒
井

與
二

限
定
承
認
公
告

本
籍
神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
山
手
町
二
六
三
番
地

二
、
最
後
の
住
所
横
浜
市
中
区
山
元
町
四
丁
目
一
七

三
番
地
三
根
岸
森
林
公
園
ハ
イ
ツ
三
〇
三
号
室

被
相
続
人

亡

王
子

忠
博

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
二
月
十
二
日
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
同
年
五
月
十
日
横
浜
家
庭
裁
判
所
に
て
限

定
承
認
の
申
述
を
し
、
同
年
六
月
八
日
に
受
理
さ
れ
た
か

ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ

い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除

斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
の
九
の
一
菱
和

パ
レ
ス
秋
葉
原
駅
前
九
〇
六

岡
本
総
合
法
律
事

務
所

相
続
財
産
管
理
人
王
子
富
幸

代
理
人
弁
護
士

岡
本

光
樹

限
定
承
認
公
告

本
籍
神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区
境
町
一
〇
番
地
、
最

後
の
住
所
川
崎
市
川
崎
区
渡
田
二
丁
目
七
番
九
号
サ

カ
エ
マ
ン
シ
ョ
ン
一
〇
二
号

被
相
続
人

亡

中
島

昭
五

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日
死
亡

し
、
そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
六
月
六
日
横
浜
家
庭

裁
判
所
川
崎
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の

相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
日

川
崎
市
川
崎
区
渡
田
二
丁
目
七
番
九
号
サ
カ
エ
マ

ン
シ
ョ
ン
一
〇
二
号

限
定
承
認
者

中
島

敏
夫

限
定
承
認
公
告

本
籍
大
阪
府
堺
市
堺
区
北
旅
籠
町
東
二
丁
二
番
地
、

最
後
の
住
所
埼
玉
県
富
士
見
市
大
字
上
南
畑
一
九
三

七
番
地
二

被
相
続
人

亡

清
水

一
宏

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
死
亡

し
、
そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
六
月
十
二
日
さ
い
た

ま
家
庭
裁
判
所
川
越
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
日

大
阪
府
堺
市
堺
区
北
旅
籠
町
西
二
丁
二
番
七
号

相
続
財
産
管
理
人

清
水

美
輝

訂
正
公
告

平
成
二
十
四
年
六
月
十
二
日
（
号
外
第
一
二
七
号
）
掲

載
の
株
式
会
社
南
勢
セ
ラ
ミ
ッ
ク
に
係
る
第
十
一
回
決
算

公
告
（
枠
組
）
中
、

「
固
定
負
債

ii1
0
,8
5
4」

と
あ
る
は「

固

定
負
債

ii1
1
,8
5
4」

の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
日

三
重
県
度
会
郡
南
伊
勢
町
斎
田
九
一
e

一
七

株
式
会
社
南
勢
セ
ラ
ミ
ッ
ク

代
表
取
締
役

伊
藤

利
治

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日
（
号
外
第
七
十
号
）
公

布
文
部
科
学
省
令
第
八
号
（
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る

放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
）

（
原
稿
誤
り
）

八
三
ペ
ー
ジ
上
段
四
行
目
と
五
行
目
の
間
の
罫
線
を
削

る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
九
日
（
号
外
第
七
十
二
号
）

厚
生
労
働
省
告
示
第
百
八
十
三
号
（
介
護
保
険
事
業
に
係

る
保
険
給
付
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
的

な
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る
件
）

（
原
稿
誤
り
）

七
三
ペ
ー
ジ
下
段
終
り
か
ら
二
〇
行
目
か
ら
一
三
行
目

ま
で
は
次
の
と
お
り
の
誤
り
。

に
限
る
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
１
中
_

を
削
り
、

`

を
_

と
し
、
a

を
削
り
、
同
号
２
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

２

各
年
度
に
お
け
る
地
域
支
援
事
業
の
量
の
見
込

み
各
年
度
に
お
け
る
地
域
支
援
事
業
に
係
る
事
業

の
種
類
ご
と
の
量
の
見
込
み
を
定
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
算
定
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
を
示
す
こ

と
。な

お
、
介
護
予
防
事
業
（
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
と
す
る
。
以

下
こ
の
２
に
お
い
て
「
介
護
予
防
等
事
業
」
と
い

う
。）に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

^

介
護
予
防
等
事
業
対
象
者
数
の
見
込
み

介
護
予
防
等
事
業
に
係
る
事
業
の
量
の
見
込

み
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
予
防
等
事

業
の
対
象
者
数
の
見
込
み
を
定
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
算
定
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
を
示
す

こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
別
表
第
三
を

参
考
と
し
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
定
め
る

こ
と
。

_

二
次
予
防
事
業
の
対
象
者
の
把
握

介
護
予
防
等
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

二
次
予
防
（
要
介
護
状
態
等
と
な
る
お
そ
れ
の

高
い
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
高
齢
者
を
早

期
に
発
見
し
、
早
期
に
対
応
す
る
こ
と
を
い

う
。）に
係
る
事
業
の
対
象
者
の
生
活
機
能
低
下

を
早
期
に
把
握
し
、
そ
の
よ
う
な
高
齢
者
を
速

や
か
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
紹
介
し
、

介
護
予
防
等
事
業
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
導
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
各
市

町
村
に
お
い
て
全
て
の
第
一
号
被
保
険
者
（
要

介
護
者
及
び
要
支
援
者
を
除
く
。）に
対
し
て
実

施
さ
れ
る
実
態
把
握
や
要
介
護
認
定
非
該
当
者

等
の
把
握
、関
係
機
関
か
ら
の
連
絡
等
に
よ
り
、

生
活
機
能
が
低
下
し
た
高
齢
者
を
早
期
に
把
握

で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

第
二
第
二
号
３
か
ら
７
ま
で
を
削
り
、
同
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。
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